
 

 

 

 

 

 

  

５．防災指針の検討  

Compact plus network  
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５．防災指針の検討 

（１）水災害に関する災害リスクの分析 

１）浸水想定に対する現行の居住推奨区域の指定状況 

【阿武隈川水系_阿武隈川・荒川】 

想定規模 想定最大規模 計画規模 

年超過確率 1/1000 1/150 

前提となる降雨 
福島流域の2日間の総雨量323mm、 
岩沼流域の2日間の総雨量317mm 

福島流域の2日間の総雨量257mm、 
岩沼流域の2日間の総雨量252mm 

浸水想定区域図 

  

浸
水
面
積 

想定水深区分 0.5m 
未満 

0.5～ 
3.0m 
未満 

3.0～ 
5.0m 
未満 

5.0m 
以上 

計 0.5m 
未満 

0.5～ 
3.0m 
未満 

3.0～ 
5.0m 
未満 

5.0m 
以上 

計 

市街化区域 
(5,043ha) 

289.0 
(5.7) 

579.3 
(11.5) 

99.1 
(2.0) 

9.3 
(0.2) 

976.7 
(19.4) 

173.7 
(3.4) 

353.0 
(7.0) 

37.1 
(0.7) 

0.4 
(0.01) 

564.3 
(11.2) 

 居住推奨区域 
(4,596ha) 

230.3 
(5.0) 

505.4 
(11.0) 

93.6 
(2.0) 

9.1 
(0.2) 

838.4 
(18.2) 

116.5 
(2.5) 

315.7 
(6.9) 

33.1 
(0.7) 

0.4 
(0.01) 

465.7 
(10.1) 

【阿武隈川水系_松川】 

想定規模 想定最大規模 計画規模 

年超過確率 1/1000 1/100 

前提となる降雨 松川流域の2日間の総雨量553.7mm 松川流域の2日間の総雨量353.9mm 

浸水想定区域図 

  

浸
水
面
積 

想定水深区分 0.5m 

未満 

0.5～ 

3.0m 
未満 

3.0～ 

5.0m 
未満 

5.0m 

以上 

計 0.5m 

未満 

0.5～ 

3.0m 
未満 

3.0～ 

5.0m 
未満 

5.0m 

以上 

計 

市街化区域 

(5,043ha) 

138.1 

(2.7) 

40.0 

(0.8) 

－ 

(-) 

－ 

(-) 

178.1 

(3.5) 

38.3 

(0.8) 

8.6 

(0.2) 

－ 

(-) 

－ 

(-) 

47.0 

(0.9) 

 居住推奨区域 

(4,596ha) 

138.1 

(3.0) 

40.0 

(0.9) 

－ 

(-) 

－ 

(-) 

178.1 

(3.9) 

38.3 

(0.8) 

8.6 

(0.2) 

－ 

(-) 

－ 

(-) 

47.0 

(1.0) 

※ 年超過確率：毎年、1年間にその規模を超える洪水が発生する確率 

※ 浸水面積：上段数値の単位は「ha」、下段の単位は「%」で市街化区域・居住推奨区域それぞれに対する面積割合を示す 
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【阿武隈川水系_大森川】 

想定規模 想定最大規模 計画規模 

年超過確率 1/1000 1/50 

前提となる降雨 大森川流域の2日間の総雨量460mm 大森川流域の1日間の総雨量144mm 

浸水想定区域図 

  

浸
水
面
積 

想定水深区分 0.5m 
未満 

0.5～ 
3.0m 

未満 

3.0～ 
5.0m 

未満 

5.0m 
以上 

計 0.5m 
未満 

0.5～ 
3.0m 

未満 

3.0～ 
5.0m 

未満 

5.0m 
以上 

計 

市街化区域 
(5,043ha) 

21.7 
(0.4) 

110.0 
(2.2) 

15.0 
(0.3) 

0.1 
(0.001) 

146.7 
(2.9) 

28.9 
(0.6) 

85.9 
(1.7) 

0.5 
(0.01) 

－ 
(-) 

115.3 
(2.3) 

 居住推奨区域 
(4,596ha) 

21.7 
(0.5) 

110.0 
(2.4) 

15.0 
(0.3) 

0.1 
(0.001) 

146.7 
(3.2) 

28.9 
(0.6) 

85.9 
(1.9) 

0.5 
(0.01) 

－ 
(-) 

115.3 
(2.5) 

【阿武隈川水系_濁川】 

想定規模 想定最大規模 計画規模 

年超過確率 1/1000 1/50 

前提となる降雨 濁川流域の2日間の総雨量460mm 濁川流域の1日間の総雨量144mm 

浸水想定区域図 

  

浸
水
面
積 

想定水深区分 0.5m 
未満 

0.5～ 
3.0m 
未満 

3.0～ 
5.0m 
未満 

5.0m 
以上 

計 0.5m 
未満 

0.5～ 
3.0m 
未満 

3.0～ 
5.0m 
未満 

5.0m 
以上 

計 

市街化区域 
(5,043ha) 

41.9 
(0.8) 

64.8 
(1.3) 

12.4 
(0.2) 

2.4 
(0.05) 

121.5 
(2.4) 

9.6 
(0.2) 

17.7 
(0.4) 

1.4 
(0.03) 

－ 
(-) 

28.6 
(0.6) 

 居住推奨区域 
(4,596ha) 

41.9 
(0.9) 

64.8 
(1.4) 

12.4 
(0.3) 

2.4 
(0.1) 

121.5 
(2.6) 

9.6 
(0.2) 

17.7 
(0.4) 

1.4 
(0.03) 

－ 
(-) 

28.6 
(0.6) 

 

※ 年超過確率：毎年、1年間にその規模を超える洪水が発生する確率 

※ 浸水面積：上段数値の単位は「ha」、下段の単位は「%」で市街化区域・居住推奨区域それぞれに対する面積割合を示す 
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２）マクロ分析 

災害リスクの評価にあたっては、浸水深や継続時間等のハザード情報が、どのような被害につなが

るのか、過去の調査や実績等に基づくデータ等を参考として行うものとします。 

具体的には、立地適正化計画策定の手引き（国土交通省都市局都市計画課 令和２年９月改訂）に

示される以下の内容を参考として、居住推奨区域における災害リスクを分析します。 

 

 

分析内容 分析事項 災害想定の種類 

浸水深と人的被害のリスク 

 

○垂直避難が困難と想定される 

浸水深 3m 以上の範囲 

○浸水深 3m 以上の範囲における建物階数 

○浸水深3m以上の範囲における土地利用状況 

○浸水想定区域 

・想定最大規模 

・計画規模 

○内水想定区域 

浸水深・流速と避難行動 

 

○垂直避難が困難と想定される浸水深 3m 

以上の範囲における浸水深 0.5m となる 

浸水到達時間 

○徒歩による水平避難を前提とした指定 

避難所・指定緊急避難場所の配置状況 

○浸水想定区域 

・想定最大規模 

・計画規模 

浸水継続時間と避難生活環境 ○72 時間（3 日）以上浸水が継続する範囲 ○浸水想定区域 

・想定最大規模 

流体力と家屋の被害の関係 ○家屋倒壊等氾濫想定区域の範囲 

○家屋倒壊等氾濫想定区域内の建築物の 

構造別分布状況 

○浸水想定区域 

・家屋倒壊等 

氾濫想定区域 

※浸水想定区域は水防法に規定しているものとする。 
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① 人的被害リスクの分析 

【浸水深3.0m以上の範囲】洪水浸水想定区域（想定最大規模） 

 阿武隈川、荒川、大森川、濁川からの洪水によって3.0m未満の浸水が想定されるエリアが広が

っており、そのうち、一部のエリアにおいて3.0m（一般的な家屋の2階床下の高さに相当）を  

上回る浸水が想定されています。 

 また、阿武隈川と大森川の合流点周辺や濁川の大橋橋の上流部においては、5.0m（一般的な  

家屋の２階が水没する高さに相当）を上回る浸水が想定されています。 

 
※【阿武隈川・荒川】国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所（令和２年３月18日公表） 

【松川】福島県（平成30年３月30日公表）                        

洪水浸水想定区域① 

拡大図② 

拡大図① 

拡大図② 

拡大図① 

福島第一 
中学校 

阿武隈川と荒川の 
合流点周辺の南町、
方木田などで3.0m 
以上の浸水が想定 
されている。 

福島第一中学校で
5.0m以上の浸水が 
想定されている。 

阿武隈川沿いで3.0m
以上の浸水が想定 
されている。 

河川名 
年超過確率 

想定最大規模 
指定の前提 
となる降雨 

阿武隈川 

1/1000 
323mm/2日 

荒 川 

松 川 553.7mm/2日 

阿
武
隈
川 

福島 
競馬場 
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※【大森川・濁川】福島県（令和３年３月26日公表） 

洪水浸水想定区域② 

拡大図③ 

拡大図③ 

濁川の大橋橋の上流部で5.0m以上
の浸水が想定されている。 

大森川沿いで3.0m以上の
浸水が想定されている。 

河川名 
年超過確率 

想定最大規模 
指定の前提 
となる降雨 

大森川 
1/1000 460mm/2日 

濁 川 

大森川 
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【浸水深3.0m以上の範囲】洪水浸水想定区域（計画規模） 

 阿武隈川沿いにおいて、3.0mを超える浸水が想定されています。 

 阿武隈川と荒川の合流点周辺においても、福島第一中学校の敷地で3.0mを超える浸水が想定 

されています。 

  
※【阿武隈川・荒川】国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所（令和２年３月18日公表） 

【松川】福島県（平成30年３月30日公表）                        

洪水浸水想定区域③ 

拡大図② 

拡大図① 

拡大図② 

拡大図① 

福島第一中学校で
3.0m以上の浸水が 
想定されている。 

阿武隈川沿いの堀河
町、東浜町等で3.0m
以上の浸水が想定 
されている。 

河川名 
年超過確率 

計画規模 
指定の前提 
となる降雨 

阿武隈川 
1/150 257mm/2日 

荒川 

松川 1/100 353.9mm/2日 

福島第一 

中学校 

福島 
競馬場 
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※【大森川・濁川】福島県（令和３年３月26日公表） 

洪水浸水想定区域④ 

河川名 
年超過確率 

計画規模 
指定の前提 
となる降雨 

大森川 
1/50 

144mm/1日 

濁川 144mm/1 日 

大森川 
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【浸水深3.0m以上の範囲】内水浸水想定区域 

 特に都市機能区域を中心に内水による浸水が想定されていますが、そのほとんどが0.2m未満の

区域となっています。 

 このなかで、森合地区の森合ガードや福島競馬場東側では、まとまったエリアで1.0m以上3.0m

未満の浸水が想定されています。 

 
※内水浸水想定区域：福島市資料（令和２年５月公表） 

内水浸水想定区域 

拡大図② 

拡大図① 
拡大図② 

拡大図① 

森合ガードや福島競馬場東側
では、まとまったエリアで1.0m
以上の浸水が想定されている。 

指定の前提となる降雨 
71mm/h 

福島 
競馬場 

森合 
ガード 
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【浸水深3m以上の範囲における建物階数】浸水深（想定最大規模）×建物分布×建物階数 

 浸水深が3.0mを上回ると想定されるエリア内では、約93％の建物が、垂直避難が困難と想定さ

れる2階建て以下となっています。 

  

 

 

想定最大規模 

 

 
※浸水想定区域（想定最大規模）： 

【阿武隈川・荒川】国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所 

（令和２年３月18日公表）、 

【松川】福島県（平成30年３月30日公表）、 

【大森川・濁川】福島県（令和３年３月26日公表） 

※建物分布・建物階数：平成29年度都市計画基礎調査 

洪水浸水想定区域内における建物分布・建物階数の状況① 

 想定される浸水深が3.0mを超える場合、一般
的な家屋の２階床下相当、5.0mを超えると 
２階が水没すると言われている。 

 
洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第4版）から 

抜粋した図を一部加工              

信夫ヶ丘 

競技場 

福島競馬場 

福島第一中学校 

垂直避難が
困難と想定
される。 

清明小学校 
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【浸水深3m以上の範囲における建物階数】浸水深（計画規模）×建物分布×建物階数 

 計画規模においても、約91％の建物が２階建て以下となっています。 

  

 

計画規模 

 

 
※浸水想定区域（計画規模）： 

【阿武隈川・荒川】国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所 

（令和２年３月18日公表） 

※建物分布・建物階数：平成29年度都市計画基礎調査 

洪水浸水想定区域内における建物分布・建物階数の状況② 

  

 想定される浸水深が3.0mを超える場合、一般
的な家屋の２階床下相当、5.0mを超えると 
２階が水没すると言われている。 

 
洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第4版）から 

抜粋した図を一部加工              

垂直避難が
困難と想定
される。 

信夫ヶ丘 

競技場 

福島競馬場 

福島第一中学校 
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【浸水深3m以上の範囲における土地利用状況】浸水深（想定最大規模）×土地利用 

 3.0m以上の浸水が想定されるエリアについては、信夫ヶ丘競技場や中学校用地等の公共公益 

施設の敷地もみられますが、多くの場所で住宅用地としての活用となっています。 

 

想定最大規模 

 
 

 

 

 

 

 

   

※浸水想定区域（想定最大規模）：【阿武隈川】国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所（令和２年３月18日公表） 

※土地利用：平成29年度都市計画基礎調査                                    

洪水浸水想定区域内における土地利用の状況① 

3.0m以上の浸水想定エリアは
住宅用地としての利用が中心。 
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【浸水深3m以上の範囲における土地利用状況】浸水深（計画規模）×土地利用 

 計画規模想定においては、公共公益施設の敷地が中心となっています。 

 松川、大森川、濁川流域では、浸水深が3.0mを上回ると想定されるエリアはありません。 

 

計画規模 

 

 

 

  

※浸水想定区域（計画規模）：【阿武隈川】国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所（令和２年３月18日公表） 

※土地利用：平成29年度都市計画基礎調査                                  

洪水浸水想定区域（計画規模）内における土地利用の状況② 

  

3.0m以上の浸水想定エリアは
公共公益施設の敷地が中心。 
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② 避難行動リスクの分析 

【浸水深3m以上の範囲における浸水深0.5mとなる浸水到達時間】 

浸水深（想定最大規模）×浸水到達時間 

 3.0m以上の浸水が想定されるエリアについては、堤防が決壊した場合、内陸側のエリアでも早

い場所で10分以内で0.5m(一般的な家屋の1階床高に相当し、大人でも屋外での避難行動が困難

になると考えられる)を上回る浸水が推定されていることから、早期の避難が求められます。 

【地点別浸水シミュレーション検索システム（浸水ナビ）による検索結果】 

 

想定最大規模① 

 

 

 

 

堤防が決壊（破堤）した場合の浸水深の時間変化① 

破堤後 3分程度で
0.5mを上回る浸水
が推定される。 

破堤後15分程度で
0.5mを上回る浸水
が想定される。 

※ 浸水ナビにより検索できる河川は福島県下においては東北地方整備局が整備した洪水浸水想定区域図のみ。 

※ 想定最大規模における検索ポイントでの「浸水到達が最速の破堤点」による検察結果であるため、検索ポイントによって、

堤防の破堤箇所が異なる想定 

※ 浸水ナビでの検索は破堤箇所が1箇所しか選択できないため、2箇所以上の複合被害には対応していない。 

※ 浸水シミュレーショングラフの折れ線グラフの破線部分はデータがないため推定となっている。 

破堤後7分程度で
0.5mを上回る浸水
が推定される。 

破堤後15分程度で
0.5mを上回る浸水
が想定される。 
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想定最大規模② 

 

 

 

 

 

 

 

 堤防が決壊（破堤）した場合の浸水深の時間変化② 

破堤後3分程度で
0.5mを上回る浸水
が想定される。 

破堤後13分程度で
0.5mを上回る浸水
が想定される。 

破堤後45分程度で
0.5mを上回る浸水
が想定される。 

破堤後15分
程度で0.5m
を 上 回 る 
浸水が想定
される。 

破堤後5分程度で
0.5mを上回る浸水
が想定される。 

破堤後12分程度で
0.5mを上回る浸水
が想定される。 
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【浸水深3m以上の範囲における浸水深0.5mとなる浸水到達時間】 

浸水深（計画規模）×浸水到達時間 

 想定最大規模と比較すると、同じ浸水箇所でも浸水到達時間が遅くなる傾向にありますが、 

阿武隈川沿いにある東浜町付近等では、想定最大規模と同様に早い場所だと10分以内で0.5mを

上回る浸水が推定されていることから、早期の避難が求められます。 

計画規模 

 

 

 

 

 

  

堤防が決壊（破堤）した場合の浸水深の時間変化③ 

破堤後36分程度で
0.5mを上回る浸水
が想定される。 

破堤後4分程度で
0.5mを上回る浸
水が想定される。 

破堤後10分
程度で0.5m
を 上 回 る  
浸水が想定
される。 

破堤後45分
程度で0.5m
を 上 回 る 
浸水が想定
される。 

破堤後20分程度で
0.5mを上回る浸水
が想定される。 
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【徒歩による水平避難を前提とした指定避難所・指定緊急避難場所の配置状況】 

浸水区域×浸水深(想定最大規模)×避難施設・避難所 

 浸水深と浸水到達時間のシミュレーション結果を踏まえ、3.0m以上の浸水が想定されるエリア

について、浸水区域と指定避難所・指定緊急避難場所（※洪水、土砂災害時に開設しないもの

を除く：以下「指定避難所等」）の指定状況を、半径1km圏域（一般的な徒歩圏：徒歩で10分程

度）でみると、特に荒川以南で圏域外となるエリアがあります。 

 
※浸水想定区域（想定最大規模）：【阿武隈川・荒川】国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所（令和２年３月18日公表） 

【松川】福島県（平成30年３月30日公表）                        

※指定避難所・指定緊急避難場所：福島市洪水ハザードマップ（令和３年７月更新）                    

洪水浸水想定区域内における避難施設・避難所の徒歩圏域① 

洪水、土砂災害時に開設する 
指定避難所・指定緊急避難場所
から1km圏域外となる。 

半径１km 圏域 

河川名 
年超過確率 

想定最大規模 
指定の前提 
となる降雨 

阿武隈川 

1/1000 
323mm/2日 

荒 川 

松 川 553.7mm/2日 
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※浸水想定区域（想定最大規模）：【大森川・濁川】福島県（令和３年３月26日公表） 

※指定避難所・指定緊急避難場所：福島市洪水ハザードマップ（令和３年７月更新） 

洪水浸水想定区域内における避難施設・避難所の徒歩圏域② 

半径１km圏域 

河川名 
年超過確率 

想定最大規模 
指定の前提 
となる降雨 

大森川 
1/1000 460mm/2日 

濁 川 

大森川 
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 また、指定避難所等の指定状況を、半径500m圏域（高齢者の徒歩圏）でみると、圏域外となる

エリアが大きくなります。 

 

  
※浸水想定区域（想定最大規模）：【阿武隈川・荒川】国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所（令和２年３月18日公表） 

【松川】福島県（平成30年３月30日公表）                        

※指定避難所・指定緊急避難場所：福島市洪水ハザードマップ（令和３年７月更新）                    

洪水浸水想定区域内における避難施設・避難所の徒歩圏域③ 

洪水、土砂災害時に開設する指定
避難所・指定緊急避難場所から 
高齢者の徒歩避難圏域(500m圏域)
外となる。 

半径 500ｍ圏域 

河川名 
年超過確率 

想定最大規模 
指定の前提 
となる降雨 

阿武隈川 

1/1000 
323mm/2日 

荒 川 

松 川 553.7mm/2日 
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※浸水想定区域（想定最大規模）：【大森川・濁川】福島県（令和３年３月26日公表） 

※指定避難所・指定緊急避難場所：福島市洪水ハザードマップ（令和３年７月更新） 

洪水浸水想定区域内における避難施設・避難所の徒歩圏域④ 

洪水、土砂災害時に開設する指定
避難所・指定緊急避難場所から 
高齢者の徒歩避難圏域（500m圏域）
外となる。 
 

半径 500ｍ圏域 

河川名 
年超過確率 

想定最大規模 

指定の前提 
となる降雨 

大森川 
1/1000 460mm/2日 

濁 川 

 

大森川 
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【徒歩による水平避難を前提とした指定避難所・指定緊急避難場所の配置状況】 

浸水区域×浸水深(計画規模)×避難施設・避難所 

 計画規模想定においても、想定最大規模同様に指定避難所等からの関係をみると、阿武隈川沿

いや荒川と阿武隈川の合流点周辺で圏域より外れている場所があります。 

 
※浸水想定区域（計画規模）：【阿武隈川・荒川】国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所（令和２年３月18日公表） 

【松川】福島県（平成30年３月30日公表）                         

※指定避難所・指定緊急避難場所：福島市洪水ハザードマップ（令和３年７月更新）                  

洪水浸水想定区域内における避難施設・避難所の徒歩圏域⑤ 

洪水、土砂災害時に開設する指定
避難所・指定緊急避難場所から
1km圏域外となる。 

半径１km 圏域 

河川名 
年超過確率 

計画規模 
指定の前提 
となる降雨 

阿武隈川 
1/150 257mm/2日 

荒 川 

松 川 1/100 353.9mm/2日 
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※浸水想定区域（計画規模）：【大森川・濁川】福島県（令和３年３月26日公表）   

※指定避難所・指定緊急避難場所：福島市洪水ハザードマップ（令和３年７月更新） 

洪水浸水想定区域内における避難施設・避難所の徒歩圏域⑥ 

大森川・濁川流域では
3.0m以上の浸水は想定
されていない。 

半径１km圏域 

河川名 
年超過確率 

計画規模 
指定の前提 
となる降雨 

大森川 
1/50 

144mm/1日 

濁川 144mm/1 日 

大森川 
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 同様に、半径500m圏域でみると、阿武隈川沿いの東浜町周辺で、1km圏域の時より圏域から外れ

ているエリアが大きくなります。 

 

  
※浸水想定区域（計画規模）：【阿武隈川・荒川】国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所（令和２年３月18日公表） 

【松川】福島県（平成30年３月30日公表）                         

※指定避難所・指定緊急避難場所：福島市洪水ハザードマップ（令和３年７月更新）                  

洪水浸水想定区域内における避難施設・避難所の徒歩圏域⑦ 

洪水、土砂災害時に開設する指定
避難所・指定緊急避難場所から 
高齢者の徒歩避難圏域（500m圏
域）外となる。 

半径 500ｍ圏域 

河川名 
年超過確率 

計画規模 
指定の前提 
となる降雨 

阿武隈川 
1/150 257mm/2日 

荒川 

松川 1/100 353.9mm/2日 
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※浸水想定区域（計画規模）：【大森川・濁川】福島県（令和３年３月26日公表）   

※指定避難所・指定緊急避難場所：福島市洪水ハザードマップ（令和３年７月更新） 

洪水浸水想定区域内における避難施設・避難所の徒歩圏域⑧ 

大森川・濁川流域では
3.0m以上の浸水は想定
されていない。 

半径 500ｍ圏域 

河川名 
年超過確率 

計画規模 
指定の前提 
となる降雨 

大森川 
1/50 

144mm/1日 

濁川 144mm/1 日 

大森川 
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③ 浸水継続の長期化による避難生活環境の悪化リスクの分析 

【洪水浸水想定区域（浸水継続時間：想定最大規模）】 

 阿武隈川沿いや、阿武隈川沿いと荒川・大森川の合流点周辺において、想定最大規模の洪水が

発生した場合、浸水継続時間が24時間以上72時間未満の浸水が想定されています。 

 なお、３日間（災害により電気やガス、水道などのライフラインが止まった場合に備えた食料

等の備蓄量の目安）を超えるような浸水は想定されていません。 

 
※【阿武隈川・荒川】国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所（令和２年３月18日公表） 

【松川】福島県（平成30年３月30日公表）                        

洪水浸水想定区域（浸水継続時間）① 

拡大図② 

拡大図① 

最大規模の洪水が発生した
場合、浸水継続時間が24時
間（1日間）を超え、72時間
（3日間）未満の浸水が想定
されている。 

拡大図② 

拡大図① 

河川名 
年超過確率 

想定最大規模 
指定の前提 
となる降雨 

阿武隈川 

1/1000 
323mm/2日 

荒 川 

松 川 553.7mm/2日 

福島第一 
中学校 

福島 
競馬場 
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※【大森川・濁川】福島県（令和３年３月26日公表） 

洪水浸水想定区域（浸水継続時間）② 

拡大図③ 

拡大図③ 

最大規模の洪水が発生
した場合、浸水継続時
間が24時間（1日間）を
超え、72時間（3日間）
未満の浸水が想定され
ている。 

河川名 
年超過確率 

想定最大規模 
指定の前提 
となる降雨 

大森川 
1/1000 460mm/2日 

濁 川 

大森川 

福島第一 
中学校 



90 

 

④ 家屋倒壊リスクの分析 

【家屋倒壊等氾濫想定区域の範囲】家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流・河岸浸食） 

 阿武隈川沿いに家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）が指定されており、想定最大規模の洪水が

発生した場合には河川から氾濫した流水により木造家屋が倒壊するおそれがあります。 

 また、松川・荒川・大森川・濁川沿いに家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）が指定されて   

おり、想定最大規模の洪水が発生した場合には家屋の基礎を支える地盤が流出するような河岸 

浸食が発生するおそれがあります。 

 
※浸水想定区域（想定最大規模）：【阿武隈川・荒川】国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所（令和２年３月18日公表） 

【松川】福島県（平成30年３月30日公表）                        
【大森川・濁川】福島県（令和３年３月26日公表）                    

洪水浸水想定区域（家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流・河岸浸食）） 

河川名 
年超過確率 
想定最大規模 

指定の前提 
となる降雨 

阿武隈川 

1/1000 

323mm/2日 
荒 川 

松 川 553.7mm/2日 

大森川 
460mm/2日 

濁 川 

 

大森川 



91 

 

【家屋倒壊等氾濫想定区域内の建築物の構造別分布状況】 

家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流・河岸浸食）×建築物の構造別分布状況 

 都市計画基礎調査の結果をもとに、家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）が指定されている区域

内の建物構造別の分布状況をみてみると、木造建築物が９割以上となっていることから、洪水

発生時には倒壊等の被災リスクが高くなると想定されます。 

 また、家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）が指定されている区域内においても、多くの建築

物が立地しているため、洪水発生時には建築物の構造を問わず倒壊等のリスクが高くなってい

ます。 

 

【阿武隈川沿い】 

   

【荒川沿い】 

  

※家屋倒壊等氾濫想定区域：【阿武隈川・荒川】国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所（令和２年３月18日公表） 

※建築物の構造別分布状況：平成29年度都市計画基礎調査                              

家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）×建築物の構造別分布状況① 

 

① 

① 
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【松川沿い】 

 

 

 

 

【大森川・濁川沿い】 

  
※家屋倒壊等氾濫想定区域：【松川】福島県（平成30年３月30日公表）     

【大森川・濁川】福島県（令和３年３月26日公表） 

※建築物の構造別分布状況：平成29年度都市計画基礎調査           

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）×建築物の構造別分布状況② 

② 

② 

① 
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⑤ その他（過去の浸水履歴） 

 令和元年東日本台風（台風第19号）の豪雨及びそれ以前の洪水時に浸水した記録がある箇所に

ついて、洪水浸水想定区域との関係性をみてみると、阿武隈川沿いや阿武隈川と荒川・大森川

の合流点周辺などで、計画規模想定でも浸水深が3.0mを上回ると想定されるエリアで浸水して

いる記録がみられます。 

 
※洪水浸水想定区域：【阿武隈川・荒川】国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所（令和2年3月18日公表） 

【松川】福島県（平成30年３月30日公表）                       

過去の浸水区域：福島市洪水ハザードマップ（令和２年10月改訂）                     

台風19号浸水区域：福島市資料（福島市洪水ハザードマップと台風19号による浸水区域図）をもとに作図    

過去の浸水区域・台風19号浸水区域と洪水浸水想定区域① 

河川名 
年超過確率 

想定最大規模 
指定の前提 
となる降雨 

阿武隈川 

1/1000 
323mm/2日 

荒 川 

松 川 553.7mm/2日 
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※洪水浸水想定区域：【大森川・濁川】福島県（令和３年３月26日公表） 

過去の浸水区域：福島市洪水ハザードマップ（令和２年10月改訂） 

台風19号浸水区域：福島市資料（福島市洪水ハザードマップと台風19号による浸水区域図）をもとに作図 

過去の浸水区域・台風19号浸水区域と洪水浸水想定区域② 

河川名 
年超過確率 

想定最大規模 
指定の前提 
となる降雨 

大森川 
1/1000 460mm/2日 

濁 川 

大森川 
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※洪水浸水想定区域：【阿武隈川・荒川】国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所（令和2年3月18日公表） 

【松川】福島県（平成30年３月30日公表）                       

過去の浸水区域：福島市洪水ハザードマップ（令和２年10月改訂）                     

台風19号浸水区域：福島市資料（福島市洪水ハザードマップと台風19号による浸水区域図）をもとに作図    

過去の浸水区域・台風19号浸水区域と洪水浸水想定区域③ 

拡大図① 

拡大図① 

拡大図② 

拡大図② 

河川名 
年超過確率 

計画規模 
指定の前提 
となる降雨 

阿武隈川 
1/150 257mm/2日 

荒川 

松川 1/100 353.9mm/2日 

福島第一 
中学校 

福島 
競馬場 
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※洪水浸水想定区域：【大森川・濁川】福島県（令和3年3月26日公表）                  

過去の浸水区域：福島市洪水ハザードマップ（令和2年10月改訂）                   

台風19号浸水区域：福島市資料（福島市洪水ハザードマップと台風19号による浸水区域図）をもとに作図 

過去の浸水区域・台風19号浸水区域と洪水浸水想定区域④ 

拡大図③ 

拡大図③ 

河川名 
年超過確率 

計画規模 

指定の前提 
となる降雨 

大森川 
1/50 

144mm/1日 

濁川 144mm/1 日 

大森川 
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 また、内水浸水想定区域との関係性をみても、浸水が想定されたエリアの近辺について浸水 

した記録がみられます。 

 

 
※内水浸水想定区域：福島市資料（令和２年５月公表）                 

過去の内水浸水区域：福島市内水ハザードマップ 浸水実態調査図（令和２年５月公表） 

過去の浸水区域・台風19号浸水区域と内水浸水想定区域 

指定の前提となる降雨 

71mm/h 

拡大図① 

拡大図② 

拡大図① 

福島 
競馬場 

拡大図② 

森合 

ガード 

□ 過去の内水浸水区域 
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⑥ 土砂災害（特別）警戒区域、地すべり防止区域 

 市街化区域外を中心に土砂災害特別警戒区域及び土砂災害警戒区域が指定され、一部市街化区

域内にも指定されていますが、居住推奨区域から既に除外されています。 

 このほか、市内には地すべり防止区域の指定を受けている区域がありますが、市街化区域内 

での指定はありません。 

 
※地すべり防止区域：福島県提供資料 

土砂災害（特別）警戒区域、地すべり防止区域 
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３）災害リスクの分析 

前項の分析を踏まえ、ここでは、想定最大規模（Ｌ２）・計画規模（Ｌ１）のそれぞれについて、

人的被害リスクに着目した以下の視点を設定し、それぞれのエリアにおける災害リスクの差異を 

分析します。 

なお、想定最大規模（Ｌ２）とは年超過確率 1/1000 の大雨であるため、洪水が発生すれば広範囲

で甚大な被害が想定されますが発生確率自体は低いものです。一方、計画規模（Ｌ１）は河川にもよ

りますが、概ね年超過確率 1/50～1/150 となっています。そうしたなかで、3.0m 以上の浸水が想定

されるような地区は、想定最大規模と比較して浸水範囲は狭いもののリスク自体は高いといえます。 

そのため、ここでは想定最大規模（Ｌ２）の分析ののち、計画規模（Ｌ１）の分析とすることで、

居住推奨区域の中でも特にリスクが高いエリアを確認することとします。 

 

分析視点 分析内容 

① 3.0m 以上浸水 

エリアの分布 

面的に 3.0m 以上の浸水深となることが想定されるエリアがどこに 

分布しているか。 

また、当該エリアにどの程度の建物が存在するか。 

② 水平避難の可能性 
①のエリアにおいて、水平避難が困難と考えられるエリアの建物が 

どの程度存在するか。 

③ 垂直避難の可能性 
②において水平避難が困難と考えられる場合、さらに、垂直避難が 

困難と考えられる 2階建て以下の建物がどの程度存在するか。 

④ 住居系建物の程度 ③のうち、住居系用途の建物（併用を含む）はどの程度存在するか。 
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① 最大想定規模（Ｌ２）のミクロ分析 

 3.0m以上の浸水深が面的に広がるエリアの中では、水平避難を考えた場合、A地区、B地区、

D地区は、鉄道横断によるボトルネックの存在、河川に挟まれた地形特性や、堤防決壊時に

浸水速度の速さなどから、他地区と比較して逃げ遅れが生じた場合の人的災害リスクが高く

なると考えられます。 

 

 

※居住推奨区域内で想定浸水深が3.0m以上の範囲が面的に広がるエリアを対象としている。 

【想定最大規模 分析箇所位置図】  

J 地区 

I 地区 

H 地区 

G 地区 

F 地区 

E 地区 

D 地区 

内陸側の避難所や 

浸水が想定されない

範囲への一時的な 

水平避難が可能と 

考えられるが、堤防

が決壊した場合の 

浸水速度が速い。 

C 地区 
B 地区 

河川に挟まれた地形特性から避難方向

が限定されるため、迅速な避難に支障を

きたす可能性がある。 

浸水範囲が突出して広い。 

福島第一中学校周辺においては、河川に

挟まれた地形特性から避難方向が限定

され、迅速な避難に支障をきたす可能性

がある。 

他地区と比較しても災害リスクが高い。 

A 地区 
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_Ａ地区  ① 他地区に比べ想定浸水範囲が突出して広く、建物棟数も多い（42ha・1,217棟） 

② 浸水範囲のほとんどが避難所等500m 圏外河岸から500m圏域に浸水が想定されない範囲が

あるが、福島第一中学校周辺のエリアは鉄道の横断がボトルネックとなり、迅速な避難に 

支障をきたす可能性あり 

③ 垂直避難が困難と考えられる2階建て以下の建物が1,136棟（1,136/1,217棟[約93%]） 

④ 2階建て以下の建物については住居系の建物割合も高い（968/1,136棟[約85%]） 

_Ｂ地区  ① エリア内の建物棟数は137棟（浸水範囲：7.0ha） 

② 想定浸水範囲全体が避難所等500m圏外 

河岸から500m圏域に浸水が想定されない範囲があるが、河川に挟まれた地形特性や水平  

避難には鉄道の横断が必要となるなど、迅速な避難に支障をきたす可能性あり 

③ 垂直避難が困難と考えられる2階建て以下の建物が123棟（123/137棟[約90%]） 

④ 2階建て以下の建物については住居系の建物割合も高い（90/123棟[約73%]） 

  

_Ｃ地区  ① エリア内の建物棟数は142棟（浸水範囲：4ha） 

② 想定浸水範囲全体の約4割の建物が 避難所等500m圏外（54/142棟[約38%]） 

河岸から500m圏域に浸水が想定されない範囲があるため、一時的な避難は可能 

③ 垂直避難が困難と考えられる2階建て以下の建物は49棟（49/54棟[約91%]） 

④ 2階建て以下の建物については住居系の建物割合も高い（46/49棟[約94%]） 

A地区 

B地区 

C地区 

福島第一中学校 

渡利学習センター 
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_Ｄ地区  ① エリア内の建物棟数は376棟（浸水範囲：17ha） 

② 想定浸水範囲の約9割が避難所等500m圏外（343/376棟[約91%]） 

河岸から500m圏域に浸水が想定されない範囲があるため、一部のエリアでは一時的な避難

は可能であるが、堤防破堤からの浸水速度が早い 

③ 垂直避難が困難と考えられる2階建て以下の建物が300棟（300/343棟[約87%]） 

④ 2階建て以下建物については住居系の建物割合も高い（252/300棟[84%]） 

  

_Ｅ地区  ① エリア内の建物棟数は46棟（浸水範囲：8ha） 

② 想定浸水範囲全体が避難所等500m圏外 

河岸から500m圏域に浸水が想定されない範囲があるため、一時的な避難は可能であるが、 

堤防破堤からの浸水速度が早い 

③ 垂直避難が困難と考えられる2階建て以下の建物は43棟（43/46棟[約94%]） 

④ 2階建て以下の建物については住居系の建物割合は他地区と比べて低い（19/43棟[約44%]） 

_Ｆ地区  ① エリア内の建物棟数は117棟（浸水範囲：3ha） 

② 想定浸水範囲のほとんどが避難所等500m圏外（114/117棟[約97%]） 

河岸から500m圏域に浸水が想定されない範囲があるため、一時的な避難は可能であるが、 

堤防破堤からの浸水速度が早い 

③ 垂直避難が困難と考えられる2階建て以下の建物が109棟（109/114棟[約96%]） 

④ 2階建て以下の建物については住居系の建物割合も高い（104/109棟[約95%]） 

D地区 

阿武隈川対岸の

避難圏域のため、

本地区の対象外 

E地区 

F地区 

福島競馬場 

信夫ヶ丘競技場 

福島第三中学校 
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_Ｇ地区  ① エリア内の建物棟数は230棟（浸水範囲：12ha） 

② 想定浸水範囲のほとんどが避難所等500m圏外（229/230棟） 

河岸から500m圏域に浸水が想定されない範囲があるため、一時的な避難は可能 

③ 垂直避難が困難と考えられる2階建て以下の建物が207棟（207/229棟[約90%]） 

④ 2階建て以下の建物については住居系の建物割合も高い（167/207棟[約81%]） 

  

_Ｈ地区  ① エリア内の建物棟数は204棟（浸水範囲：6ha） 

② 想定浸水範囲全体の約5割の建物が避難所等500m圏外（95/204棟[約47%]） 

河岸から500m圏域に浸水が想定されない範囲があるため、一時的な避難は可能 

③ 垂直避難が困難と考えられる2階建て以下の建物が94棟（94/95棟[約99%]） 

④ 2階建て以下の建物については住居系の建物割合も高い（85/94棟[約90%]） 

_Ｉ地区  ① エリア内の建物棟数は54棟（浸水範囲：15ha） 

② 想定浸水範囲全体が避難所等500m圏外河岸から500m圏域に浸水が想定されない範囲がある

ため、一時的な避難は可能であるが、河川に挟まれた地形特性から避難方向が限定される 

③ 垂直避難が困難と考えられる2階建て建物が53棟（53/54棟[約98%]） 

④ 2階建て以下の建物については住居系の建物割合も高い（48/53棟[約91%]） 

_Ｊ地区  ① エリア内の建物棟数は126棟（浸水範囲：4ha） 

② 想定浸水範囲のほとんどが避難所等500m圏外（122/126棟[約97%]） 

河岸から500m圏域に浸水が想定されない範囲があるため、一時的な避難は可能 

③ 垂直避難が困難と考えられる2階建て建物が114棟（114/122棟[約93%]） 

④ 2階建て以下の建物については住居系の建物割合も高い（106/114棟[約93%]） 

G地区 

H地区 

I地区 
J地区 

清明小学校 

福島明成高校 
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② 計画規模（Ｌ１）のミクロ分析 

 3.0m以上の浸水深が面的に広がるエリアの中では、水平避難を考えた場合、A地区について

は、想定最大規模より浸水範囲は大幅に縮小しますが、最大想定規模と同様、福島第一中学

校周辺は迅速な避難に支障をきたす可能性が考えられます。 

 また、D地区においても内陸側の避難所や浸水が想定されない範囲への一時的な水平避難が

可能と考えられますが、堤防決壊時の浸水速度が速いため早期避難対応が求められると考え

られます。 

 

※居住推奨区域内で想定浸水深が3.0m以上の範囲が面的に広がるエリアを対象としている。 

【計画規模_分析箇所位置図】 

E 地区 

D 地区 

内陸側の避難所や

浸水が想定されな

い範囲への一時的

な水平避難が可能

と考えられるが、 

堤 防 が 決 壊 し た 

場合の浸水速度が

速い。 

C 地区 B 地区 

A 地区 

最大想定規模と比べ、浸水範囲が大きく

減少され、鉄道以西はほぼ 3m 以下の浸水

想定となる。 

最大想定規模と同様、河川に挟まれた地

形特性から避難方向が限定され、迅速な

避難に支障をきたす可能性がある。 

他地区と比較しても災害リスクが高い。 

(計画規模) 
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_Ａ地区  ① エリア内の建物棟数は264棟（浸水範囲：8ha） 

② 想定浸水範囲全体が避難所等500m圏外 

河川に挟まれた地形特性から避難方向が限定されるため、迅速な避難に支障をきたす可能

性がある。 
③ 垂直避難が困難と考えられる2階建て以下の建物が247棟（247/264棟[約94%]） 

④ 2階建て以下の建物については 住居系の建物割合も高い（211/247棟[約85%]） 

_Ｂ地区  ① エリア内の建物棟数は43棟（浸水範囲：2ha） 

② 想定浸水範囲全体が避難所等500m圏外 

河岸から500m圏域に浸水が想定されない範囲があるため、一時的な避難は可能 

③ 垂直避難が困難と考えられる2階建て以下の建物が38棟（38/43棟[約88%]） 

④ 2階建て以下の建物については住居系の建物割合も高い（30/38棟[約79%]） 

  

_Ｃ地区  ① エリア内の建物棟数は67棟（浸水範囲：2ha） 

② 想定浸水範囲全体が概ね避難所等の500m圏内（62/67棟[約93%]） 

河岸から500m圏域に浸水が想定されない範囲があるため、一時的な避難も可能 

③ 垂直避難が困難と考えられる2階建て以下の建物が4棟（4/5棟[80%]） 

④ 2階建て以下の建物については全て住居系建物 

A地区 

B地区 

C地区 

福島第一中学校 

渡利学習センター 
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_Ｄ地区  ① エリア内の建物棟数は286棟（浸水範囲：12ha） 

② 想定浸水範囲の約9割が避難所等500m圏外（262/286棟[約92%]） 

河岸から500m圏域に浸水が想定されない範囲があるため、一部のエリアでは一時的な避難

は可能であるが、堤防破堤からの浸水速度が早い 

③ 垂直避難が困難と考えられる2階建て以下の建物が232棟（232/262棟[約89%]） 

④ 2階建て以下の建物については住居系の建物割合も高い（195/232棟[約84%]） 

  

_Ｅ地区  ① エリア内の建物棟数は34棟（浸水範囲：8ha） 

② 想定浸水範囲全体が避難所等500m圏外 

河岸から500m圏域に浸水が想定されない範囲があるため、一時的な避難は可能 

③ 垂直避難が困難と考えられる2階建て以下の建物は32棟（32/34棟[約94%]） 

④ 2階建て以下建物の住居系の建物は14棟（14/32棟[約44%]） 

  

D地区 

阿武隈川対岸の

避難圏域のため、

本地区の対象外 

E地区 

福島競馬場 

信夫ヶ丘競技場 

福島第三中学校 
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４）防災上の課題 

① マクロ分析 

※表内の数値・割合：居住推奨区域内の値・割合 

想定 

リスク 
災害リスク分析 災害リスク評価 課題 

人
的
被
害
リ
ス
ク 

●一般的な家屋の 2 階床下
高さに相当する 3.0m を上
回る浸水が想定されてい
るエリアが存在する。 

●面積にまとまって浸水す
るエリアとしては想定最
大規模では荒川右岸側 

 

●避難が遅れた場合、
垂直避難が困難とな
るほか、人的被害が
発生する可能性があ
る。 

●特に、想定最大規模
でのリスクが大き
く、浸水範囲での住
居系の土地利用の影
響が大きい。 

●内水浸水想定は、市
内に浸水エリアは広
がっているが、1.0m
以上の浸水エリアは
限定的である。 

【浸水想定共通】 
●浸水深低減・被害軽減に
向けた対策が求められ
る。 

【洪水浸水想定（想定最大
規模）】 

●避難が遅れた場合の災害
リスクが大きいため、早
期避難に対する周知徹底
が求められる。 

【洪水浸水想定（計画規模）】 
●計画規模想定の人的被害
リスクが想定されるエリ
アが想定最大規模より限
定されるが、浸水深 3.0m
以上の浸水想定があるた
め、想定最大時と同様、
早期避難に対する周知徹
底が求められる。 

【内水浸水想定】 
●人的被害リスクが想定さ
れるエリアが限定される
ことから、市民や民間企
業が自主的に対策できる
支援制度の検討が求めら
れる。 

●3.0m を上回る浸水が想定
されているエリアの多く
の建物が、垂直避難が困
難と想定される 2 階建て
以下となっている。 

 

●3.0m を上回る浸水が想定
されているエリアは、想
定最大規模の方が範囲が
大きい分、住居系※の土地
利用が多くなっている。 

※住居系：都市計画基礎調査_

土地利用区分の住宅用地、店

舗併用用地、作業所併用住宅

の合計 

 

●内水浸水想定では、ほと
んどの想定区域が 0.2m 未
満であるが、過去にも局
所的に浸水が頻発してい
る森合地区等で 1.0m 以上
の浸水が想定されてい
る。 

 

※平成 29 年 7 月 28 日に福島市

で実際に降った大雨（一時間当
たりの最大降雨量 71mm）での設
定条件 

避
難
行
動 

●堤防が決壊した場合、内
陸側のエリアでも、早い
場所だと 10 分以内で、大
人でも屋外での避難行動
が困難になると考えられ
る 0.5m を上回る浸水が想
定されている。 

●一般的な徒歩圏で見た場
合、屋内での垂直避難が
困難になると想定される
3.0m 以上の浸水が想定さ
れるエリアにおいて、指
定避難所・指定緊急避難
場所からの徒歩圏域外と
なるエリアがある。 

 

 

●避難が遅れた場合、
近くに洪水時に対応
した指定避難所・指
定緊急避難場所が存
在しないため、避難
行動にリスクを伴う
可能性がある。 

【浸水想定共通】 
●避難困難区域の解消に向
けた対策が求められる
（水平避難、垂直避難）。 

●災害リスクや早期避難に
対する周知徹底を図った
上で、高齢化が進む地区
等においては避難所・避
難場所の設置が求められ
る。 

※全ての避難者を指定避難
所・指定緊急避難場所で
受け入れることは現実的
ではない。リードタイム
を考慮した早期避難を基
本としながら浸水想定区
域外に一時的に避難する
ことも考えられる。 

※建築棟数：平成 29 年度都市計画基礎調査 

 

想定
最大規模

120ha
/4,596ha

（約3%）

計画規模
36ha

/4,596ha
（約0.8%）

河川
洪水
浸水
想定

居住推奨区域内での3m以上の浸水想定範囲

想定
最大規模

2,689棟
/2,795棟

（約96%）

計画規模
730棟
/768棟

（約95%）

河川
洪水
浸水
想定

居住推奨区域内かつ3m以上の浸水想定範囲で
の2階建て以下の建物棟数

想定
最大規模

4,191棟
/25,576棟

（約16%）

計画規模
2,133棟

/13,640棟
（約16%）

居住推奨区域内かつ3m以下の浸水想定範囲で
の1階建ての建物棟数
河川
洪水
浸水
想定

想定
最大規模

計画規模

居住推奨区域内かつ3m以上の浸水想定範囲で
の住居系土地利用
河川
洪水
浸水
想定

44ha

9ha

1ha
/4,596ha

（約0.02%）

居住推奨区域内での1m以上の浸水想定範囲

内水浸水想定

想定
最大規模

計画規模

105ha

28ha

―

河川
洪水
浸水
想定

居住推奨区域内かつ3m以上の浸水想定範囲で
の避難場所・避難所500km圏外

内水浸水想定

想定
最大規模

計画規模

居住推奨区域内かつ3m以上の浸水想定範囲で
の避難場所・避難所1km圏外
河川
洪水
浸水
想定

57ha

18ha

内水浸水想定 ―
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※表内の数値・割合：居住推奨区域内の値・割合 

想定 

リスク 
災害リスク分析 災害リスク評価 課題 

避
難
生
活
環
境 

●氾濫した場合、長時間
浸水が続くリスクは想
定されていない。 

 

●ライフラインの
途絶等により避
難生活が長期間
継続する可能性
は低いと考えら
れるが、0.5m を
上回る浸水域が
広がっているた
め、避難が遅れ
た場合は人的被
害が発生する可
能性がある。 

【洪水浸水想定（想定最大規模）】 
●災害リスクや早期避難に対す
る周知徹底が求められる。 

  

●一方で、大人でも屋外
での避難行動が困難に
なると考えられる 0.5m
を上回る浸水エリアが
広がっている。 

 

※浸水継続時間の予測は河川洪水浸水

想定（想定最大規模）のみ。 

家
屋
被
害 

●想定最大規模の洪水時
は建築物が倒壊するお
それがあるエリアがあ
る。 

 

●近傍の堤防が決
壊した場合、一
般的な建築物が
倒壊・流出する
等の危険性が高
いことから、物
的被害だけでな
く避難が遅れた
場合は人的被害
が発生する可能
性がある。 

●建築物の倒壊による命の危険
性があるため、ハザードマッ
プに基づく早期避難・避難所
等への立ち退き避難に対する
周知徹底や土地利用規制・危
険区域からの集団移転等の検
討が求められる。 

過
去
の
浸
水
履
歴 

●阿武隈川沿いや阿武隈川と荒川・大森川の合流点周辺
等、計画規模想定でも浸水深が 3.0m を上回ると想定
されるエリアで実際に浸水している傾向がみられる。 

●内水浸水想定区域との関係性をみても、浸水深が
1.0m を上回ると想定されるエリアについて浸水して
いる傾向がみられる。 

●洪水浸水想定
（計画規模）や
内水浸水想定に
よって浸水深が
高くなると想定
されるエリアに
おいて、過去の
浸水履歴が多く
確認される。 

●洪水浸水想定（計画規模）や
内水浸水想定と同様の対策が
求められる。 

洪
水
リ
ス
ク
全
般 

●居住推奨区域内におい
ても浸水想定エリアが
広がっている。 

 

●居住推奨区域内
においても浸水
災害のリスクが
ある。 

●居住推奨区域からの除外、土
地利用の誘導や規制、集団移
転等の検討が必要である。 

※建築棟数：平成 29 年度都市計画基礎調査 

  

居住推奨区域内での72時間以上の浸水が継続
する範囲
河川洪水浸水想定
（想定最大規模）

―

184ha
/4,596ha

（約4%）

居住推奨区域内での0.5m以上の浸水想定エリ
アで浸水時間が24時間以上継続する範囲
河川洪水浸水想定
（想定最大規模）

120ha
/4,596ha

（約3%）
河川洪水浸水想定
（想定最大規模）

居住推奨区域内での家屋倒壊等をもたらすよ
うな氾濫の発生が想定される区域

想定
最大規模

1,168ha
/4,596ha

（約25%）

計画規模
564ha

/4,596ha
（約12%）

254ha
/4,596ha

（約6%）

居住推奨区域内での浸水想定範囲

河川
洪水
浸水
想定

内水浸水想定
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② ミクロ分析 

【想定最大規模（Ｌ２）】 
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【想定最大規模（Ｌ２）】 
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難

で
あ
る
が

、
内

陸
側
の
避

難
所
や

浸
水
が
想

定
さ

れ
な
い
範

囲
へ
の

一
時
的
な

水
平

避
難
が
可

能
と
考

え
ら
れ
る

。
●

た
だ
し
、

河
川
に

挟
ま
れ
た

地
形

特
性
か
ら

避
難
方

向
が
限
定

さ
れ

る
た
め
、

迅
速
な

避
難
に
支

障
を

き
た
す
可

能
性
が

あ
る
。

●
早
期

避
難
に
対

す
る
周
知

徹
底

が
求
め

ら
れ
る
。

●
逃
げ

遅
れ
た
場

合
、
水
平

避
難

へ
の
支

障
を
き
た

す
可
能
性

が
あ

る
た
め

、
緊
急
時

の
垂
直
避

難
対

策
が
求

め
ら
れ
る

。

●
垂
直
避
難

は
困
難

で
あ
る
が

、
一

時
的
避
難

も
含
め

水
平
避
難

は
可

能
と
考
え

る
。

●
早
期

避
難
に
対

す
る
周
知

徹
底

が
求
め

ら
れ
る
。

●
垂
直
避
難

は
困
難

で
あ
る
が

、
内

陸
側
の
避

難
所
や

浸
水
が
想

定
さ

れ
な
い
範

囲
へ
の

一
時
的
な

水
平

避
難
が
可

能
と
考

え
ら
れ
る

。
●

た
だ
し
、

堤
防
が

決
壊
し
た

場
合

の
浸
水
到

達
時
間

が
速
い
た

め
、
早
期
避

難
対
応

が
求
め
ら

れ
る

。

●
早
期

避
難
に
対

す
る
周
知

徹
底

が
求
め

ら
れ
る
。

●
逃
げ

遅
れ
た
場

合
、
水
平

避
難

へ
の
支

障
を
き
た

す
可
能
性

が
あ

る
た
め

、
緊
急
時

の
垂
直
避

難
対

策
が
求

め
ら
れ
る

。

逃
げ
遅
れ
が

生
じ
た

場
合
の

人
的
被

害
リ
ス

ク
課
題

Ｆ
地

区

一
時

的
避
難
可

能
阿
武

隈
川
沿
い

で
あ
る

が
、

堤
防
決
壊

時
、
堤
防

よ
り

内
陸
側
で

も
浸
水
深

0
.
5
m
に

到
達
す
る

時
間
が

早
い

場
所
で
1
5
分

程
度
。

一
時

的
避
難
可

能

一
時

的
避
難
は

可
能
と
考

え
る

が
、
河
川

に
挟
ま
れ

た
地

形
的
特
性

か
ら
迅
速

な
避

難
に
支
障

を
き
た
す

可
能

性
が
想
定

さ
れ
る
。

一
時

的
避
難
可

能

Ｇ
地

区

Ｈ
地

区

Ｉ
地

区

Ｊ
地

区

階
数

棟
数

1
1
3

2
9
9

3
4

不
明

1
計

1
1
7

階
数

棟
数

1
1
2

2
9
7

3
4

不
明

1
計

1
1
4

階
数

棟
数

1
3
3

2
1
7
5

3
1
5

5
1

6
2

1
3

1
不

明
3

計
2
3
0

階
数

棟
数

1
3
3

2
1
7
4

3
1
5

5
1

6
2

1
3
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不
明

3
計

2
2
9

階
数

棟
数
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3
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1
6
0

3
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明
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計

2
0
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階
数

棟
数

1
1
8

2
7
6

3
1

計
9
5

階
数

棟
数
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2
4
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不
明

1
計

5
4

階
数

棟
数
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7

2
4
6

不
明

1
計

5
4

階
数

棟
数
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2
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2
9
1

3
1

不
明

7
計

1
2
6

階
数

棟
数

1
2
7

2
8
7

3
1

不
明

7
計

1
2
2
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【計画規模（Ｌ１）】 
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難

所
等

左
記
の

う
ち

、

5
0
0
m
圏

内
5
0
0
m
圏
外

5
0
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m
圏
外

の
住

居
系

用
途

の

建
物
棟

数
建
物

棟
数

2
階
建
て

以
下

建
物

棟
数
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[
▲
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]
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1
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0
9
8
棟

]
[
▲

9
2
1
棟

]

※
建

築
棟

数
：

平
成

2
9
年

度
都

市
計

画
基

礎
調

査
※
[
　

]
内

の
数

値
は

最
大

想
定

規
模

と
の

比
較

●
早

期
避

難
に

対
す

る
周

知
徹

底
が
求

め
ら

れ
る

。
●
逃

げ
遅

れ
た

場
合

、
水

平
避

難
へ
の

支
障

を
き

た
す

可
能

性
が

あ
る
た

め
、

緊
急

時
の

垂
直

避
難

対
策
が

求
め

ら
れ

る
。

●
早

期
避

難
に

対
す

る
周

知
徹

底
が
求

め
ら

れ
る

。

一
時
的

避
難

は
可

能
と

考
え

る
が

、
堤

防
決

壊
時

、
阿

武
隈

川
沿

い
に

お
い

て
堤

防
よ

り
内

陸
側

で
も

早
い

場
所

で
1
0
分
以

内
に

浸
水

深
0
.
5
m
に

到
達

す
る

た
め

、
早

期
避

難
が

求
め

ら
れ

る
。

一
時
的

避
難

可
能

Ｄ
地

区

Ｅ
地

区

C
地

区
を

除
き

、
殆

ど
の
範

囲
内

が
指

定
避

難
所

・
指

定
避

難
場

所
の

5
0
0
m
圏
域

外
で
あ

る
。

避
難

所
等

か
ら

5
0
0
m
圏
外

に
あ

る
建
物

の
多

く
が

、
1

階
部

分
が

浸
水

、
2

階
部

分
ま

で
浸

水
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
2

階
建

て
以

下
で

あ
り

た
め

、
逃

げ
遅

れ
た

場
合

の
垂

直
避

難
対

応
は

難
し

い
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

E
地
区

を
除

き
、

住
居
系

用
途

の
割

合
が

高
い

た
め

、
逃

げ
遅

れ
た

場
合

の
人

的
被

害
リ

ス
ク

が
高

く
な

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

●
垂
直
避

難
は

困
難

で
あ

る
が

、
内

陸
側
の

避
難

所
や

浸
水

が
想

定
さ

れ
な
い

範
囲

へ
の

一
時

的
な

水
平

避
難
が

可
能

と
考

え
ら

れ
る

。
●

た
だ
し

、
堤

防
が

決
壊

し
た

場
合

の
浸
水

到
達

時
間

が
速

い
た

め
、
早
期

避
難

対
応

が
求

め
ら

れ
る

。

●
早

期
避

難
に

対
す

る
周

知
徹

底
が
求

め
ら

れ
る

。
●
逃

げ
遅

れ
た

場
合

、
水

平
避

難
へ
の

支
障

を
き

た
す

可
能

性
が

あ
る
た

め
、

緊
急

時
の

垂
直

避
難

対
策
が

求
め

ら
れ

る
。

●
垂
直
避

難
は

困
難

で
あ

る
が

、
水

平
避
難

時
は

最
大

想
定

規
模

よ
り

浸
水
範

囲
が

縮
小

さ
れ

る
た

め
、
水
平

避
難

時
に

浸
水

が
想

定
さ

れ
な
い

場
所

へ
の

避
難

が
可

能
に

な
る
と

考
え

る
。

●
早

期
避

難
に

対
す

る
周

知
徹

底
が
求

め
ら

れ
る

。

●
最
大
規

模
想

定
に

比
べ

、
影

響
範

囲
は
大

き
く

減
少

す
る

が
、

垂
直

避
難
は

困
難

で
あ

り
、

水
平

避
難

時
は
一

部
エ

リ
ア

に
お

い
て

は
、
浸
水

が
想

定
さ

れ
な

い
エ

リ
ア

に
行
く

た
め

に
は

鉄
道

の
横

断
が

ボ
ト
ル

ネ
ッ

ク
と

な
り

迅
速

な
避

難
に
支

障
を

き
た

す
可

能
性

が
あ

る
。

Ｂ
地

区

●
垂
直
避

難
は

困
難

で
あ

る
が

、
水

平
避
難

時
は

最
大

想
定

規
模

よ
り

浸
水
範

囲
が

縮
小

さ
れ

る
た

め
、
水
平

避
難

時
に

浸
水

が
想

定
さ

れ
な
い

場
所

へ
の

避
難

が
可

能
に

な
る
と

考
え

る
。

Ｃ
地

区

一
時
的

避
難

可
能

●
垂
直
避

難
は

困
難

で
あ

る
が

、
一

時
的
避

難
も

含
め

水
平

避
難

は
可

能
と
考

え
る

。

河
川
に

挟
ま

れ
た

地
形

的
特

性
は

あ
る

が
、

最
大

想
定

規
模

よ
り

浸
水

範
囲

が
縮

小
さ

れ
る

た
め

、
水

平
避

難
時

に
浸

水
が

想
定

さ
れ

な
い

場
所

へ
の

避
難

が
可

能
に

な
る

と
考

え
る

。

Ａ
地

区

河
岸

か
ら
5
0
0
m
圏

内
に

浸
水

が
想
定

さ
れ

な
い

範
囲

へ
の

一
時
的

避
難

の
可

能
性

垂
直
避

難
の

可
能

性

最
大
想

定
規

模
と

比
べ

、
浸

水
範

囲
が

大
き

く
減

少
さ

れ
、

鉄
道

以
西

は
ほ

ぼ
3
m
以
下

の
浸

水
想

定
と

な
る

。
た

だ
し

、
最

大
想

定
規

模
と

同
様

、
福

島
第

一
中

学
校

周
辺

は
5
0
0
m
圏

外
で

あ
る

ほ
か

、
鉄

道
横

断
が

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

と
な

り
迅

速
な

避
難

に
支

障
を

き
た

す
可

能
性

が
想

定
さ

れ
る

。
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③ 防災まちづくりに向けた課題図 

想定最大規模 【阿武隈川・荒川・松川】 

 

洪水浸水（想定最大規模）に対応する課題① 

<最大規模想定> 
災害リスクや早期避難に対する周知徹底 
逃げ遅れに対応した緊急時の垂直避難対策 

洪水 

<最大規模想定・家屋倒壊等氾濫想定（氾濫流・河岸浸食）> 
浸水深の低減や被害軽減に向けた対策 
高齢化の進展を踏まえた避難対策 
土地利用の誘導や規制の検討 

洪水 

特に対策が必要な区域 
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想定最大規模 【大森川・濁川】 

 

洪水浸水（想定最大規模）に対応する課題② 

<最大規模想定・家屋倒壊等氾濫想定（氾濫流・河岸浸食）> 
浸水深の低減や被害軽減に向けた対策 
高齢化の進展を踏まえた避難対策 
土地利用の誘導や規制の検討 

洪水 

<最大規模想定> 
災害リスクや早期避難に対する周知徹底 
逃げ遅れに対応した緊急時の垂直避難対策 

洪水 

特に対策が必要な区域 

大森川 
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計画規模 【阿武隈川・松川】 

 

洪水浸水（計画規模想定）・内水浸水想定・過去の浸水履歴に対応する課題① 

浸水深の低減や被害軽減に向けた対策 
市民や民間企業の自主的対策への支援 

内水・過去の浸水履歴 

<計画規模想定> 
浸水深の低減や被害軽減に向けた対策 
高齢化の進展を踏まえた避難対策 
土地利用の誘導や規制の検討 

洪水 

<計画規模想定> 
災害リスクや早期避難に対する周知徹底 
逃げ遅れに対応した緊急時の垂直避難対策 

洪水 

特に対策が必要な区域 
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計画規模 【大森川・濁川】 

 

洪水浸水（計画規模想定）・内水浸水想定・過去の浸水履歴に対応する課題② 

<計画規模想定> 
浸水深の低減や被害軽減に向けた対策 
高齢化の進展を踏まえた避難対策 
土地利用の誘導や規制 

洪水 

浸水深の低減や被害軽減に向けた対策 
市民や民間企業の自主的対策への支援 

内水・過去の浸水履歴 

大森川 
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（２）大規模盛土造成地に関する災害リスクの分析 

 

１）市内の大規模盛土造成地 

支所 地区数 箇所数 内  訳 
  腹付け 

盛土 
公共施設 

地区 (箇所) 

本庁 0         

渡利 6 13 南向台 6 (13)  南向台小学校 

杉妻 7 12 

南福島ニュータウン 5 (9)    

ゴルフ場 1 (1)    

社会福祉施設 1 (2)    

清水 0         

東部 5 6 
月の輪団地 1 (1) 1 地区   

福島工業団地 4 (5)    

北信 0         

信陵 0         

吉井田 0         

西 1 2 住宅地 1 (2)    

立子山 1 2 立子山中学校 1 (2)  立子山中学校 

茂庭 0         

飯坂 1 1 すりかみ浄水場 1 (1)  すりかみ浄水場 

松川 12 30 

福島大学 3 (8) 内１地区 福島大学 

金沢最終処分場 1 (1)    

松川工業団地 1 (2)    

医療施設 1 (1)    

美郷団地 5 (17)    

事業所(牧場） 1 (1)    

信夫 5 8 
しのぶ台 4 (7)    

クレー射撃場 1 (1)  クレー射撃場 

吾妻 1 1 受水池 1 (1)  水道局中央部受水池 

蓬莱 29 60 

桜台 4 (5)    

社会福祉施設 1 (1)    

蓬莱団地 19 (47)  
蓬莱小学校、蓬莱東小学校、 

蓬莱中学校、蓬莱第二保育所 

事業所 1 (1)    

福島医科大学 4 (6)  福島医科大学 

飯野 3 4 

飯野野球場 1 (1)  飯野野球場 

飯野小学校 1 (1) 1 地区 飯野小学校 

事業所 1 (2)    

計 71 139   71 (139) 計 3 地区  
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２）大規模盛土造成地マップと居住推奨区域 

 

 

□ 居住推奨区域 
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□ 居住推奨区域 

□ 居住推奨区域 
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３）スクリーニングの実施結果 

支所 
地区 
数 

箇所 
数 

内  訳 

  第一次 結果 
第二次 結果 

地区 (箇所) 
経過観察 要確認 

Ｃ(変状なし) Ｂ(一部変状) Ａ(変状あり) 安全 異常 

渡 利 6 13 南向台 6 (13) 13 0 0   

杉 妻 7 12 

南福島ニュータウン 5 (9) 9 0 0   

ゴルフ場 1 (1) 1 0 0   

社会福祉施設 1 (2) 2 0 0   

東 部 5 6 
月の輪団地 1 (1) 0 1 0   

福島工業団地 4 (5) 5 0 0   

西 1 2 民有地 1 (2) 2 0 0   

立子山 1 2 立子山中学校 1 (2) 2 0 0   

飯 坂 1 1 すりかみ浄水場 1 (1) 1 0 0   

松 川 12 30 

福島大学 3 (8) 8 0 0   

金沢最終処分場 1 (1) 1 0 0   

松川工業団地 1 (2) 2 0 0   

医療施設 1 (1) 1 0 0   

美郷団地 5 (17) 17 0 0   

事業所(牧場） 1 (1) 1 0 0   

信 夫 5 8 
しのぶ台 4 (7) 6 0 1 1 0 

クレー射撃場 1 (1) 1 0 0   

吾 妻 1 1 受水池 1 (1) 1 0 0   

蓬 莱 29 60 

桜台 4 (5) 5 0 0   

社会福祉施設 1 (1) 1 0 0   

蓬莱団地 19 (47) 42 0 5 5 0 

民有地（事業者） 1 (1) 1 0 0   

福島医科大学 4 (6) 6 0 0   

飯 野 3 4 

飯野野球場 1 (1) 1 0 0   

飯野小学校 1 (1) 1 0 0   

事業所 1 (2) 1 0 0   

計 71 139   71 (139) 132 1 6 6 0  

□ 居住推奨区域 


